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〔
下
級
審
民
訴
事
例
研
究
一
〇
〕

10

一
、
同
時
破
産
廃
止
確
定
後
の
免
責
申
立
と
破
産
債
権
者
の
強
制
執
行
の
可
否

二
．
免
責
申
立
中
に
し
た
破
産
債
権
者
の
強
制
執
行
に
よ
っ
て
得
た
も
の
は
不
当
利
得
と
な
る
か

広
島
高
裁
昭
和
六
三
年
三
月
二
五
日
判
決
（
昭
和
六
二
年
（
ネ
）
第
七
九
号
請
求
異
議
控
訴
事
件
）
、
判
例
時
報
一

九
頁

二
八
七
号
八

判例研究

〔
事
　
実
〕

　
口
、
X
（
原
告
、
被
控
訴
人
）
は
、
昭
和
六
〇
年
一
月
一
〇
日
鳥
取
地
方
裁

判
所
に
対
し
、
自
己
破
産
の
申
立
を
し
、
同
年
八
月
二
一
日
午
前
一
〇
時

破
産
宣
告
、
同
時
に
破
産
廃
止
の
決
定
を
受
け
右
決
定
は
確
定
し
た
。

　
そ
こ
で
、
X
は
昭
和
六
〇
年
八
月
二
八
日
、
同
裁
判
所
に
対
し
免
責
の

申
立
を
な
し
、
昭
和
六
一
年
七
月
四
日
免
責
を
許
可
す
る
旨
の
決
定
を
受

け
、
同
決
定
は
同
年
八
月
九
日
確
定
し
た
。

　
Y
（
被
告
・
控
訴
人
）
か
ら
X
に
対
す
る
鳥
取
地
方
裁
判
所
昭
和
五
九
年

⑨
第
一
七
四
号
売
掛
代
金
請
求
事
件
に
つ
き
、
Y
勝
訴
の
仮
執
行
宣
言
付

判
決
（
X
を
し
て
Y
に
対
し
、
保
証
債
務
金
四
六
七
万
二
〇
六
五
円
及
び
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こ
れ
に
対
す
る
昭
和
五
九
年
一
二
月
四
日
か
ら
完
済
ま
で
年
六
分
の
割
合

に
ょ
る
金
員
の
支
払
を
命
じ
る
も
の
）
が
昭
和
六
〇
年
七
月
二
六
旦
言
渡

さ
れ
、
同
年
八
月
一
一
日
確
定
し
た
．

　
Y
は
、
右
の
債
務
名
義
に
基
づ
ぎ
、
昭
和
六
一
年
四
月
五
日
同
裁
判
所

に
対
し
、
X
を
債
務
者
、
訴
外
保
険
株
式
会
社
A
及
び
訴
外
B
を
そ
れ
ぞ

れ
第
三
債
務
者
と
し
て
、
A
に
対
す
る
損
害
賠
償
保
険
請
求
権
及
び
B
に

対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
（
B
が
昭
和
六
〇
年
一
二
月
二
〇
日
午
後
九
時

三
五
分
こ
ろ
鳥
取
県
内
に
お
い
て
自
己
所
有
の
自
動
車
を
運
転
中
、
過
失

に
ょ
り
自
車
を
X
の
妻
C
に
衝
突
さ
せ
、
同
女
を
死
亡
さ
せ
た
交
通
事
故

に
よ
る
も
の
）
に
対
す
る
各
差
押
命
令
を
申
請
し
、
昭
和
六
一
年
四
月
七

日
こ
の
差
押
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
X
は
右
差
押
命
令
に
対
し
執
行
抗

告
を
し
た
も
の
の
同
年
五
月
一
九
日
こ
れ
を
棄
却
さ
れ
、
さ
ら
に
右
決
定

を
不
服
と
し
て
同
年
同
月
二
六
日
最
高
裁
判
所
に
対
し
特
別
抗
告
を
申
立

て
た
が
こ
れ
も
棄
却
さ
れ
た
。

　
右
債
権
差
押
命
令
を
受
け
た
第
三
債
務
者
B
は
、
民
事
執
行
法
一
五
六

条
一
項
に
基
づ
き
、
差
押
に
係
る
金
銭
債
権
の
全
額
に
相
当
す
る
金
銭
を

執
行
供
託
し
、
そ
の
事
情
を
執
行
裁
判
所
で
あ
る
鳥
取
地
方
裁
判
所
に
届

け
出
た
の
で
、
同
裁
判
所
は
弁
済
金
交
付
の
た
め
の
期
日
を
昭
和
六
一
年

七
月
一
六
日
午
前
一
〇
時
と
指
定
し
．
そ
の
旨
X
に
通
知
し
た
。

　
そ
こ
で
X
は
、
本
件
訴
訟
を
提
起
す
る
の
と
同
時
に
、
右
差
押
命
令
に

対
し
強
制
執
行
停
止
決
定
の
申
立
を
な
し
た
が
却
下
さ
れ
、
つ
づ
い
て
、

X
は
、
右
弁
済
金
交
付
手
続
に
対
し
執
行
異
議
の
申
立
を
し
た
が
、
こ
れ

も
却
下
さ
れ
る
に
至
り
、
結
局
Y
に
対
し
前
記
弁
済
金
交
付
期
日
で
あ
る

昭
和
六
一
年
七
月
一
六
日
前
記
供
託
金
五
〇
八
万
六
四
六
円
が
交
付
さ
れ

た
。　

二
、
X
は
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
破
産
手
続
中
、

破
産
債
権
に
よ
る
強
制
執
行
そ
の
他
個
別
権
利
行
使
は
禁
止
さ
れ
て
お
り

（
破
産
法
一
六
条
）
．
こ
の
趣
旨
に
従
い
訴
訟
は
中
断
し
（
民
訴
法
一
二
四
条
）
、

強
制
執
行
は
失
効
す
る
（
破
産
法
七
〇
条
）
。
そ
し
て
、
免
責
を
受
け
た
破
産

者
は
破
産
手
続
に
よ
る
配
当
を
除
き
破
産
債
権
者
に
対
す
る
債
務
の
全
部

に
つ
き
そ
の
責
任
を
免
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
三
六
六
条
の
一
二
）
が
、

こ
れ
は
前
記
の
個
別
債
権
行
使
を
禁
止
す
る
規
定
を
受
け
て
、
免
責
手
続

に
お
い
て
も
破
産
者
の
財
産
に
対
す
る
個
別
執
行
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ

る
．
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
Y
の
前
記
強
制
執
行
は
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
配
当
を
受
け
た
金
銭
は
不
当
利
得
と
し
て
X
に

返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
X
は
Y
に
対
し
、
不
当
利
得
金
五
〇

八
万
〇
六
四
六
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
本
件
訴
の
変
更
申
立
書
送
達
の
日

の
翌
日
か
ら
完
済
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の

支
払
を
求
め
た
。

　
三
、
Y
は
右
一
の
事
実
を
み
と
め
、
破
産
手
続
は
同
時
廃
止
決
定
の
確

定
に
よ
り
廃
止
の
効
力
が
生
じ
る
の
で
、
こ
れ
以
降
免
責
決
定
確
定
ま
で

の
間
、
破
産
債
権
者
は
強
制
執
行
を
適
法
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
明

ら
か
で
、
X
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
、
と
争
っ
た
。

　
四
．
第
一
審
は
「
免
責
決
定
が
確
定
し
、
そ
の
効
力
が
生
ず
る
と
破
産

者
は
当
該
破
産
手
続
に
よ
る
配
当
を
除
い
て
破
産
手
続
終
了
後
破
産
債
権

者
に
対
す
る
債
務
に
つ
き
原
則
と
し
て
全
面
的
に
責
任
を
免
れ
る
こ
と
と
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な
る
（
破
産
法
三
六
六
条
ノ
一
二
）
。
同
時
破
産
廃
止
の
場
合
は
、
破
産

手
続
に
よ
る
配
当
こ
そ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
破
産
宣
告
を
受
け
た
債
務

者
は
免
責
に
よ
り
破
産
宣
告
前
の
債
務
に
つ
き
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
免
責
制
度
は
、
誠
実
な
破
産
者
を
経
済
的
に
更

生
さ
せ
、
人
間
に
値
す
る
生
活
を
営
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

も
し
免
責
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
債
務
者
も
資
産
状
態
の
悪
化
を
隠
し
最

悪
の
事
態
に
発
展
し
、
か
え
っ
て
債
権
者
を
害
す
る
結
果
と
な
る
場
合
も

少
な
く
な
い
の
で
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
、

公
共
の
福
祉
の
た
め
に
憲
法
上
許
さ
れ
た
必
要
か
つ
合
理
的
な
財
産
権
の

制
限
と
し
て
採
用
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
三
六
年
一
二
月
一

三
日
決
定
）
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
制
度
目
的
こ
と
に
誠
実
な
破
産
者
を

経
済
的
に
更
生
さ
せ
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
債
権
者
が
、
破
産
宣
告
、
同
時

破
産
廃
止
の
確
定
か
ら
免
責
決
定
確
定
ま
で
の
間
に
、
破
産
宣
告
前
の
債

権
に
つ
い
て
個
別
的
強
制
執
行
に
よ
り
そ
の
権
利
を
実
行
し
た
場
合
、
免

責
手
続
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
そ
の
強
制
執
行
が
直
ち
に
許
さ
れ
な
い

と
は
言
え
な
い
も
の
の
．
後
に
免
責
決
定
が
な
さ
れ
こ
れ
が
確
定
す
れ
ば
、

右
の
強
制
執
行
に
よ
る
権
利
の
実
行
は
無
効
と
な
り
そ
の
強
制
執
行
に
よ

り
受
領
し
た
も
の
は
不
当
利
得
と
な
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
」
と

し
て
X
勝
訴
．
Y
か
ら
控
訴
。

〔
判
　
旨
〕

　
第
二
審
（
本
件
判
決
）
は
以
下
の
よ
う
に
説
示
し
て
X
勝
訴
。
「
お
も
う

に
、
債
務
者
を
破
産
者
と
し
、
か
つ
、
同
時
に
破
産
を
廃
止
す
る
旨
の
決

定
（
破
産
法
一
四
五
条
一
項
）
が
確
定
し
た
と
き
は
破
産
手
続
は
終
了
し
、

右
破
産
手
続
と
は
別
個
独
立
し
た
免
責
手
続
に
お
い
て
は
、
破
産
法
一
六

条
、
七
〇
条
の
適
用
が
な
く
、
ほ
か
に
破
産
債
権
者
の
破
産
者
に
対
す
る

強
制
執
行
を
禁
止
す
る
旨
の
規
定
も
な
い
か
ら
、
破
産
債
権
者
は
、
破
産

者
の
免
責
申
立
中
と
い
え
ど
も
、
破
産
者
に
対
し
破
産
債
権
に
基
づ
く
強

制
執
行
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
（
判
旨
一
。
筆
者
注
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
右
説
示
の
と
お
り
、
免
責
の
審
理
中
に
破
産
債
権
者

が
破
産
債
権
に
基
づ
く
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
に
し
て
も
、

そ
れ
は
単
に
そ
の
強
制
執
行
を
適
法
に
な
し
得
る
と
い
う
権
利
の
所
在
を

示
し
た
に
と
ど
ま
り
、
右
強
制
執
行
に
よ
る
利
得
の
保
持
ま
で
常
に
必
ず

し
も
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
右
破
産
者
が
後
日
免
責
決
定
を
受
け
、
同
決
定
が
確
定
し

た
と
き
は
、
た
と
え
そ
の
免
責
の
効
力
が
破
産
廃
止
決
定
ま
で
遡
及
す
る

と
い
う
規
定
が
な
く
て
も
、
破
産
法
三
六
六
条
ノ
ニ
一
の
本
文
中
「
免
責

を
得
た
る
破
産
者
は
、
破
産
手
続
に
よ
る
配
当
を
除
ぎ
．
破
産
債
権
者
に

対
す
る
債
務
の
全
部
に
つ
き
そ
の
責
任
を
免
れ
る
」
と
い
う
旨
の
規
定
概

念
お
よ
び
免
責
制
度
は
、
誠
実
な
破
産
者
を
経
済
的
に
更
生
さ
せ
．
人
間

に
値
す
る
生
活
を
営
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る

と
い
う
法
の
趣
旨
に
鑑
み
て
、
前
記
破
産
債
権
者
に
対
し
、
免
責
手
続
中

破
産
債
権
に
基
づ
き
強
制
執
行
を
し
て
免
責
破
産
者
か
ら
得
た
弁
済
金
を

保
持
さ
せ
て
お
く
こ
と
は
相
当
で
な
く
、
結
局
，
破
産
債
権
者
の
右
利
得

保
持
は
正
当
性
を
欠
く
も
の
と
い
う
べ
く
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、

右
利
得
は
民
法
七
〇
三
条
に
い
う
法
律
上
の
原
因
を
欠
く
も
の
に
該
当
す
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る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。
（
判
旨
二
。
筆
者
注
）

〔
評
　
釈
〕

　
判
旨
一
に
賛
成
す
る
。
判
旨
二
に
は
疑
問
が
あ
る
。

　
一
、
本
判
決
は
、
同
時
廃
止
決
定
確
定
後
、
免
責
の
申
立
が
な
さ
れ
て

免
責
の
裁
判
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
破
産
債
権
者
が
強
制
執
行
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
こ
れ
を
肯
定
し
．
な
さ
れ
た
強
制

執
行
に
よ
る
回
収
は
不
当
利
得
に
な
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者

に
関
し
、
高
松
高
判
昭
和
六
〇
年
一
一
月
二
二
日
（
金
融
・
商
事
判
例
七
三

五
号
一
八
頁
）
は
破
産
債
権
者
の
強
制
執
行
を
肯
定
し
た
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
が
、
鳥
取
地
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
六
日
（
判
例
時
報
一
二
五
八
号
一

二
一
頁
）
（
本
件
の
第
一
審
で
あ
る
。
）
は
強
制
執
行
を
肯
定
し
、
か
つ
そ
こ
で

の
回
収
は
不
当
利
得
に
な
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
鳥
取
地
判
も
本
件
判

決
も
強
制
執
行
が
可
能
な
点
に
つ
い
て
は
破
産
手
続
と
免
責
手
続
が
別
個

独
立
し
た
手
続
で
あ
る
点
に
求
め
、
不
当
利
得
を
肯
定
す
る
根
拠
に
つ
い

て
は
、
鳥
取
地
判
は
免
責
の
制
度
目
的
の
「
誠
実
な
破
産
者
を
経
済
的
に

更
生
さ
せ
、
人
間
に
値
す
る
生
活
を
営
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
．
さ
ら

に
も
し
免
責
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
債
務
者
が
資
産
状
態
の
悪
化
を
隠
し

最
悪
の
事
態
に
発
展
し
、
か
え
っ
て
債
権
者
を
害
す
る
結
果
と
な
る
場
合

も
少
な
く
な
い
の
で
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
こ
と
」
を
説
き
、
こ
れ

が
公
共
の
福
祉
の
た
め
憲
法
上
許
さ
れ
た
必
要
か
つ
合
理
的
な
財
産
権
の

制
限
と
し
て
最
決
昭
和
三
六
年
一
二
月
一
三
目
（
民
集
一
五
巻
一
一
量
天

三
頁
）
を
引
用
し
、
結
局
そ
の
根
拠
を
「
右
の
制
度
目
的
こ
と
に
誠
実
な
破

産
者
を
経
済
的
に
更
生
さ
せ
る
点
」
に
求
め
、
本
件
判
決
は
、
免
責
の
効

力
の
遡
及
効
の
規
定
が
な
く
て
も
破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
一
二
の
本
文
の

規
定
概
念
と
免
責
制
度
の
趣
旨
か
ら
強
制
執
行
に
よ
る
回
収
金
は
不
当
利

得
に
な
る
と
す
る
。

二
、
破
産
宣
告
と
同
時
に
な
さ
れ
る
同
時
廃
止
（
破
産
法
第
一
四
五
条
第
一

項
）
は
、
破
産
宣
告
の
際
の
調
査
に
よ
り
当
初
か
ら
破
産
財
団
が
極
め
て

貧
弱
で
破
産
手
続
の
費
用
を
支
払
う
こ
と
も
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き
に
破
産
裁
判
所
が
職
権
で
宣
告
と
同
時
に
破
産
廃
止
決
定
を
す
る
。
こ

の
同
時
破
産
廃
止
決
定
は
確
定
に
よ
り
将
来
に
向
っ
て
効
果
を
生
じ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
免
責
は
．
破
産
に
関
し
て
詐
術
あ
る
い
は
虚
偽
の
陳
述

等
不
誠
実
な
事
由
の
認
め
ら
れ
な
い
破
産
者
に
対
し
て
裁
判
所
の
許
可
に

よ
っ
て
破
産
手
続
に
よ
る
配
当
で
弁
済
さ
れ
な
か
っ
た
残
余
の
債
務
に
つ

い
て
破
産
者
の
責
任
（
免
除
さ
れ
る
の
は
債
務
か
責
任
か
に
つ
い
て
後
述

の
よ
う
に
争
い
が
あ
る
。
）
を
原
則
と
し
て
免
除
す
る
制
度
で
あ
る
。
破
産

者
は
原
則
と
し
て
宣
告
か
ら
破
産
手
続
解
止
に
至
る
ま
で
の
間
い
つ
で
も

免
責
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
ニ
第
一
項
前
段
）
。

同
時
廃
止
の
場
合
に
は
破
産
廃
止
確
定
後
一
ケ
月
以
内
に
な
お
免
責
の
申

立
を
す
る
こ
と
が
で
き
（
同
条
第
一
項
後
段
）
、
免
責
許
可
決
定
は
確
定
に
よ

り
効
果
を
生
じ
（
破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
一
一
）
、
免
責
制
度
の
根
拠
と
し
て

は
誠
実
な
破
産
者
の
特
典
と
み
る
見
解
と
破
産
者
の
保
護
を
考
慮
に
入
れ

る
見
解
と
が
あ
る
が
、
近
時
は
後
者
が
有
力
で
あ
る
（
宗
田
．
全
訂
破
産
法

概
説
（
全
訂
四
版
三
八
九
頁
）
等
）
。

三
、
本
件
に
お
い
て
は
、
X
の
破
産
廃
止
決
定
が
確
定
し
て
い
る
の
で
財

産
管
理
処
分
権
は
X
に
あ
る
。
し
か
も
X
の
破
産
廃
止
は
同
時
廃
止
で
あ
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る
の
で
破
産
管
財
人
は
選
任
さ
れ
ず
、
配
当
も
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
X
は
宣
告
前
と
宣
告
後
で
財
産
管
理
処
分
権
を
一
度
も
喪
失
せ
ず
、

破
産
債
権
者
Y
等
も
全
然
配
当
を
得
て
い
な
い
の
で
破
産
債
権
は
全
額
残

存
す
る
．
そ
れ
で
あ
っ
て
も
誠
実
な
破
産
者
の
経
済
的
更
生
の
要
請
か
ら
、

同
時
廃
止
確
定
の
後
一
ケ
月
以
内
は
な
お
特
例
と
し
て
免
貢
が
得
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
古
い
経
済
の
衣
を
脱
ぎ
清
算
を
誠
実
に
行
え
ば
免
責
さ
れ
る

と
し
て
も
、
そ
の
脱
ぐ
衣
す
ら
な
い
場
合
が
同
時
廃
止
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
誠
実
な
破
産
者
の
更
生
の
た
め
に
こ
れ
は
認
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

四
、
わ
が
法
の
母
法
た
る
ド
イ
ッ
破
産
法
に
は
免
責
制
度
は
な
く
、
か
つ

同
時
廃
止
制
度
も
存
在
し
な
い
（
そ
の
場
合
に
は
申
立
棄
却
、
ド
イ
ッ
破
産
法

第
一
〇
七
条
第
一
項
。
異
時
廃
止
制
度
は
存
在
す
る
。
同
法
第
二
〇
四
条
第
一
項
。
）

か
ら
、
残
額
責
任
の
原
則
は
当
然
で
あ
る
。
一
方
ア
メ
リ
カ
連
邦
破
産
法

は
破
産
手
続
に
免
責
が
自
動
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
残
額
責
任
の

問
題
は
生
せ
ず
、
免
責
の
効
果
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
ド

イ
ッ
法
に
、
昭
和
二
七
年
（
同
年
法
律
第
一
七
三
号
）
に
ア
メ
リ
カ
法
に
な
ら

っ
て
免
責
制
度
を
導
入
し
た
時
か
ら
．
両
制
度
の
捻
れ
現
象
と
し
て
本
件

の
問
題
は
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
消
費
者
の
自
己
破
産
の
驚
異
的
増

大
か
ら
．
か
つ
消
費
者
破
産
は
免
責
を
目
的
と
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
問
題
が
顕
現
す
る
の
も
当
然
と
い
え
る
．

五
、
本
件
の
う
ち
破
産
債
権
者
Y
の
す
る
強
制
執
行
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

積
極
説
（
通
説
．
中
田
・
破
産
法
和
議
法
二
五
九
頁
、
山
木
戸
・
破
産
法
二
九
〇
頁

等
）
は
、
同
時
廃
止
が
確
定
す
る
と
破
産
手
続
は
終
了
し
、
免
責
手
続
は

破
産
手
続
と
は
別
個
独
立
の
手
続
で
あ
る
か
ら
破
産
終
了
後
の
免
責
審
理

手
続
に
は
破
産
法
第
一
六
条
、
第
七
〇
条
の
適
用
は
な
く
、
他
に
破
産
債

権
者
の
強
制
執
行
を
禁
止
す
る
規
定
も
な
い
か
ら
、
破
産
債
権
者
は
、
破

産
者
の
免
責
申
立
及
審
理
中
と
い
え
ど
も
、
破
産
者
に
対
し
破
産
債
権
に

基
づ
く
強
制
執
行
が
で
き
る
と
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
消
極
説
（
谷
口
・
演
習
破
産
法
一
八
三
頁
、
伊
藤
・
破
産
法

三
八
○
頁
、
同
・
債
務
者
更
生
手
続
の
研
究
二
九
頁
、
池
田
・
注
解
破
産
法
一
八
三

頁
、
伊
藤
・
本
件
判
決
の
判
批
・
判
例
評
論
三
六
三
号
五
八
頁
（
判
例
時
報
＝
一
6

三
量
二
〇
頁
）
）
は
、
免
責
本
来
の
目
的
は
自
由
財
産
と
く
に
宣
告
後
の

新
得
財
産
に
対
す
る
債
権
者
の
追
及
を
遮
断
し
、
破
産
者
の
経
済
的
更
生

を
図
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
、
破
産
手
続
と
免
責
手
続
の
一
体
化
を
強
調

し
、
免
責
審
理
期
間
中
も
破
産
債
権
に
基
づ
く
個
別
執
行
禁
止
の
原
則
が

働
く
と
解
し
て
強
制
執
行
を
許
さ
な
い
と
い
う
．

　
た
し
か
に
消
極
説
の
説
く
よ
う
に
破
産
者
の
更
生
の
観
点
か
ら
は
、
同

時
廃
止
確
定
後
一
ヶ
月
以
内
で
あ
れ
ば
破
産
が
終
結
し
た
後
で
あ
っ
て
も

免
責
の
申
立
を
許
し
て
い
る
法
の
姿
勢
と
と
も
に
、
こ
の
場
合
は
特
に
破

産
手
続
は
未
だ
終
了
せ
ず
継
続
し
て
い
る
と
み
て
、
破
産
債
権
者
の
強
制

執
行
を
許
さ
な
い
と
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
し
、
現
実

に
も
サ
ラ
金
破
産
に
お
け
る
自
然
人
の
自
己
破
産
の
多
く
は
同
時
廃
止
で

あ
り
、
か
つ
免
責
を
目
的
と
す
る
破
産
申
立
が
通
常
で
あ
る
と
も
い
え
る

状
況
か
ら
は
消
極
説
も
説
得
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
消
極
説
は
立
法
論
の
域
を
出
な
い
と
み
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な

わ
ち
破
産
の
申
立
と
破
産
宣
告
決
定
、
免
責
の
申
立
と
免
責
許
可
（
不
許

可
）
決
定
と
い
う
別
立
て
の
二
つ
の
ル
ー
ト
に
よ
る
立
法
を
採
用
し
て
い
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る
こ
と
、
破
産
廃
止
決
定
の
確
定
に
よ
り
破
産
者
に
は
債
務
者
と
し
て
財

産
管
理
処
分
権
が
あ
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ソ
ス
か
ら
し
て
、
一
方
で
は
債
務

者
は
自
由
に
財
産
を
保
持
で
き
る
状
況
に
あ
り
、
特
定
の
破
産
債
権
者
に

弁
済
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
に
、
他
方
で
破
産
債
権
者
の
強
制
執
行
を

許
さ
な
い
の
は
不
均
衡
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
右
の
同
時
廃
止
の
際
の
特
別

の
免
責
申
立
期
間
内
に
免
責
の
申
立
を
し
た
と
き
だ
け
特
に
破
産
は
終
了

せ
ず
手
続
が
継
続
す
る
と
い
う
の
も
解
釈
論
と
し
て
は
根
拠
が
充
分
と
は

い
い
難
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
消
極
説
は
、
同
時
廃
止
の
場
合
を
、
右
に
み
た
同
時
廃
止
決

定
確
定
後
一
ヶ
月
以
内
の
免
責
の
申
立
が
許
さ
れ
る
（
前
者
と
い
う
。
）
と
こ

ろ
を
強
調
し
て
破
産
手
続
と
免
責
手
続
の
一
体
化
を
説
く
が
、
し
か
し
、

実
務
で
の
免
責
審
理
は
、
最
後
配
当
に
よ
る
破
産
終
結
決
定
の
場
合
で
も
、

そ
れ
以
前
に
な
さ
れ
た
免
責
の
申
立
を
破
産
手
続
中
は
審
理
せ
ず
、
通
常

終
結
後
一
年
間
余
の
間
に
審
判
し
て
い
る
（
後
者
と
い
う
。
）
の
で
、
破
産
終

結
決
定
後
も
な
お
免
責
手
続
中
と
い
う
状
態
が
む
し
ろ
常
態
と
な
っ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
後
者
の
場
合
と
前
者
の
場
合
と
を
パ
ラ
レ
ル
に
取
り
扱
う

必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
の
み
か
ら
で
は
破
産
手
続
と
免
責
手
続
の

一
体
化
の
根
拠
と
し
て
不
充
分
で
あ
り
、
右
の
現
状
に
は
あ
る
も
の
の
、

制
度
と
し
て
は
破
産
終
結
前
に
免
責
の
裁
判
が
な
さ
れ
う
る
後
者
の
場
合

を
考
え
る
と
一
体
化
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
さ
ら
に
免
責
の
裁
判
は

不
許
可
の
場
合
も
あ
る
点
等
か
ら
し
て
基
本
的
に
積
極
説
が
妥
当
で
あ
る
．

そ
れ
ゆ
え
判
旨
一
に
賛
成
す
る
。

　
本
件
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
制
限
的
積
極
説
（
中
野

貞
凶
郎
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
八
四
号
三
一
頁
以
下
、
三
四
頁
）
は
、
破
産
廃
止
確

定
後
破
産
債
権
者
は
免
責
手
続
中
も
強
制
執
行
が
で
き
る
が
、
「
免
責
手

続
中
は
、
そ
の
基
礎
を
な
す
破
産
宣
告
が
、
免
責
の
目
的
を
害
す
る
個
別

執
行
満
足
お
よ
び
そ
の
前
提
と
し
て
の
執
行
換
価
の
手
続
に
対
す
る
執
行

障
害
と
な
る
。
」
と
し
、
「
破
産
者
は
、
免
責
手
続
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
執
行
異
議
ま
た
は
執
行
抗
告
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
す
る
。
所
説
は
、
こ
の
場
合
の
破
産
債
権
者
の
地
位
を
「
債
権
者
が
自

己
に
対
す
る
債
権
者
（
第
三
債
権
者
）
か
ら
そ
の
債
権
を
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
の
地
位
に
類
似
す
る
。
」
と
さ
れ
る
。
傾
聴
す

べ
き
見
解
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
結
論
に
お
い
て
破
産
手
続

と
免
責
手
続
の
継
続
一
体
化
を
承
認
し
、
こ
れ
を
執
行
法
上
の
手
当
で
解

決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
破
産
廃
止
確
定
に
よ
っ
て
実
体
法
上

破
産
者
に
財
産
管
理
処
分
権
が
完
全
に
回
復
す
る
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、

破
産
手
続
独
自
に
廃
止
決
定
制
度
が
あ
る
こ
と
．
ま
た
こ
の
場
合
の
債
権

者
の
地
位
に
つ
い
て
第
三
債
権
者
に
差
し
押
え
ら
れ
た
債
権
老
の
地
位
と

類
似
す
る
と
す
る
点
は
、
債
権
者
が
第
三
債
権
者
の
満
足
を
妨
げ
る
執
行

段
階
ま
で
進
め
な
い
と
い
う
、
こ
こ
で
志
向
し
た
結
果
が
類
似
す
る
だ
け

で
あ
り
、
本
質
に
お
い
て
両
者
に
類
似
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
こ
の
見

解
を
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
果
的
に
消
極
説
が
妥
当
で
あ
る
が
法
構

造
的
に
は
積
極
説
に
立
た
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
解
釈
論
で
解
決
す
る

に
は
後
述
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
．

六
．
右
の
よ
う
に
消
極
説
の
結
論
は
、
サ
ラ
金
破
産
の
自
己
破
産
は
免
責

目
あ
て
で
あ
る
と
い
う
現
実
に
よ
く
マ
ッ
チ
す
る
．
そ
こ
で
解
釈
論
と
し
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て
破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
一
一
の
規
定
に
よ
り
免
責
許
可
決
定
は
確
定
し

な
け
れ
ば
効
果
は
生
じ
な
い
が
、
こ
の
規
定
は
免
責
許
可
決
定
の
効
果
発

生
の
要
件
を
定
め
た
に
と
ど
ま
り
、
効
果
発
生
時
期
を
定
め
た
も
の
で
は

な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
ニ
一
本
文

が
免
責
を
得
た
破
産
者
は
「
破
産
債
権
者
二
対
ス
ル
債
務
ノ
全
部
二
付
其

責
任
ヲ
免
ル
」
と
定
め
る
の
は
、
免
責
を
得
れ
ぽ
そ
の
得
た
時
期
如
何
に

か
か
わ
ら
ず
破
産
者
は
全
て
の
破
産
債
権
老
に
全
く
責
任
（
債
務
）
を
負

わ
な
く
て
よ
い
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
ら
、
免
責
許
可
決
定
の
主

文
で
遡
及
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
免
責
許
可
決
定
が
確
定
す
れ
ば
免

責
の
効
果
は
破
産
終
了
時
（
本
件
で
は
同
時
廃
止
決
定
確
定
時
）
に
遡
及

し
て
発
生
す
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
免
責
許
可
は
決
定
手
続
で
な
さ
れ
、
こ
の
裁
判
は
形
成
的
効

果
を
有
す
る
形
成
の
裁
判
で
あ
る
が
、
形
成
判
決
に
お
い
て
遡
及
効
が
認

め
ら
れ
る
た
め
に
は
実
体
法
的
に
法
律
関
係
の
安
定
の
要
請
と
形
成
効
を

徹
底
さ
せ
る
必
要
性
と
を
調
和
さ
せ
て
、
後
者
が
よ
ほ
ど
必
要
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が
（
新
堂
幸
司
・
民
事
訴
訟
法
一
四
八
頁
参
照
）
、
免
責
が
許

可
さ
れ
た
場
合
に
は
、
非
免
責
債
権
を
除
い
て
免
責
に
よ
っ
て
破
産
者
を

救
済
す
る
必
要
性
は
高
く
、
債
務
者
保
護
の
要
請
は
現
代
破
産
法
の
指
導

理
念
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
宗
田
・
全
訂
破
産
法
概
説
（
全
訂
四

版
）
一
〇
頁
．
三
八
九
頁
参
照
）
か
ら
充
分
に
こ
れ
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
他
方
、
破
産
廃
止
確
定
で
破
産
者
の
財
産
管
理
処
分
権
の
全

面
的
回
復
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
破
産
債
権
者
の
保
護
の
点
を
充
分
に
検
討
し

尊
重
す
る
必
要
も
あ
る
．
ま
た
形
成
判
決
に
お
い
て
も
遡
及
効
は
規
定
が

あ
れ
ば
そ
れ
に
ょ
る
（
た
と
え
ば
民
法
七
八
四
条
）
が
、
規
定
の
な
い
と
き
は

解
釈
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
慎
重
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
免
責
の
よ
う
に
決
定
に
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
る
か
（
民
事
執
行
法
第
一

六
〇
条
（
転
付
命
令
）
は
遡
及
効
が
あ
る
が
、
条
文
の
あ
る
場
合
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
条
文
の
な
い
場
合
の
問
題
で
あ
る
。
）
と
い
う
問
題
も
あ
り
（
こ

の
点
を
指
摘
す
る
も
の
に
伊
藤
・
前
掲
判
批
判
例
時
報
一
三
〇
三
号
二
二
二
頁
）
、

免
責
決
定
の
審
尋
手
続
を
で
き
る
だ
け
判
決
手
続
と
同
一
の
レ
ベ
ル
と
す

る
運
用
（
証
明
の
程
度
を
高
め
、
対
審
構
造
と
不
意
打
防
止
制
度
の
確
立
、

こ
れ
に
対
し
公
開
原
則
は
必
要
に
応
じ
て
対
応
で
き
る
と
解
す
る
．
）
を
図

る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
も
遡
及
効
の
付
与
は
慎
重
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
免
責
許
可
決
定
の
主
文
中
に
「
こ
の
免
責
許
可
決
定
の
効

果
は
破
産
廃
止
決
定
確
定
時
に
遡
及
す
る
。
」
旨
を
宣
言
し
た
と
き
に
限
り

（
こ
の
宣
言
が
な
け
れ
ば
遡
及
し
な
い
．
）
免
責
許
可
決
定
は
遡
及
す
る
と

解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
．
遡
及
効
の
宣
言
の
な
い
本
件
で
は
免
責
の
遡

及
効
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
点
で
判
旨
二
に
は
疑
問
を
呈
す
る
（
な
お
免

責
許
可
決
定
の
確
定
に
よ
り
従
来
の
債
務
は
消
滅
す
る
と
解
す
る
が
（
兼

子
一
・
新
版
強
制
執
行
・
破
産
法
二
六
七
頁
、
伊
藤
真
・
破
産
法
三
八
六
頁
、
宗
田
・

全
訂
破
産
法
概
説
（
全
訂
四
版
）
三
九
六
頁
）
、
自
然
債
務
説
（
山
本
戸
克
己
・

破
産
法
三
〇
〇
頁
、
谷
口
安
平
・
倒
産
処
理
法
三
三
九
頁
）
と
解
し
て
も
右
の
よ

う
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
同
一
の
結
論
に
至
る
。
）
。

　
以
上
の
結
果
、
破
産
債
権
者
は
判
旨
一
に
関
す
る
積
極
説
に
よ
っ
て
破

産
債
権
者
の
強
制
執
行
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
免
責
手
続
中
の
破
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産
者
の
対
処
方
法
は
と
い
え
ば
、
右
の
よ
う
な
免
責
決
定
の
主
文
に
基
づ

く
遡
及
効
の
あ
る
免
責
が
な
さ
れ
る
可
能
性
を
根
拠
と
し
て
執
行
停
止
の

仮
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
。
（
宗
田
・
全
訂
破
産
法
概
説
（
全

訂
四
版
）
三
九
二
頁
注
ω
）
。

　
（
平
成
二
年
四
月
二
五
日
稿
。
脱
稿
後
本
件
の
上
告
審
の
最
判
（
三
小
）
平
成
二
年

三
月
二
〇
日
金
融
・
商
事
判
例
八
四
一
号
三
頁
に
接
し
た
。
上
告
棄
却
。
判
旨
一
に

つ
き
積
極
、
判
旨
二
に
つ
き
消
極
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
田
　
親
彦
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